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古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

第五小学校卒業生の作品

絵手紙発祥の地崖狛江

振り込め詐欺の電話が多くかかっています。ご注意ください外
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▽　

日
昭
午
後
１
時
か
ら　
「
詩
吟

１０
発
表
会
」
岳
窓
会

▽　

日
晶
午
後
１
時　

分
か
ら　

１１

３０

「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
狛
江
マ
ン
ド

リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
、
午
後
２
時
か

ら　
「
歌
声
喫
茶
」
狛
江
ぞ
う
れ
っ

し
ゃ
合
唱
団

▽　

日
松
午
後
零
時　

分
か
ら　

１２

３０

「
つ
ど
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
狛
江
ハ
ー

モ
ニ
カ
季
の
花
・
コ
ー
ル
レ
ー
ネ
・

狛
江
韓
国
語
同
好
会
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
マ
エ
ド
・
カ
プ
ア
フ
ラ
グ
ル
ー

プ
・
美
重
駒
会
・
貞
山
会

▽　

日
掌
午
前　

時　

分
か
ら　

１３

１０

３０

「
つ
ど
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
狛
江
市
青

年
教
室
・
女
性
合
唱
団
コ
ー
ル
ア
ザ

リ
ア
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
プ
リ
ー
タ
オ
カ

リ
ナ
・
多
摩
川
戦
隊
コ
マ
レ
ン
ジ
ャ

ー
・
狛
江
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会
・
狛

江
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
会
・
ハ
ウ
オ
リ
ウ

ク
レ
レ
メ
イ
ツ
・
ア
ム
ー
ル
・
バ
ラ

ラ
イ
カ
・
は
い
さ
い
・
詩
吟
真
詠
会

 
▽　

日
昭
午
後
２
時
か
ら　
「
中
国

１０

講講

習習

会会

茶
の
魅
力
を
楽
し
も
う
」
中
国
茶
を

楽
し
む
会

▽　

日
晶
午
前　

時
か
ら　
「
マ
ジ

１１

１０

ッ
ク
た
わ
し
講
習
」
狛
江
市
と
き
わ

婦
人
会
、「
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
講

習
」
狛
江
ク
イ
ラ
ー
ズ

▽　

日
松
午
前
９
時
か
ら　
「
竹
細

１２
工
講
習
」
狛
江
市
菊
花
会
、
午
前　
１０

時
か
ら　
「
ペ
ン
ダ
ン
ト
ス
ト
ラ
ッ

プ
の
製
作
体
験
」
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
狛
江
、

午
後
１
時
か
ら　
「
ち
ぎ
り
絵
製
作

講
習
」
し
ゅ
ん
こ
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵

サ
ー
ク
ル

▽　

日
松
・　

日
掌
午
前　

時
・
午

１２

１３

１０

後
１
時　
「
折
り
紙
ミ
ニ
講
習
」
折

遊
会

 
▽　

日
松
午
後
２
時
か
ら　

シ
ン
ポ

１２
ジ
ウ
ム
「
航
空
計
器
跡
地
巨
大
マ
ン

シ
ョ
ン
計
画
を
オ
ー
ル
市
民
で
考
え

る
た
め
に
」
共
生
の
ま
ち
儿
狛
江
を

め
ざ
す
会
、
午
後
６
時　

分
か
ら　

３０

「
日
本
国
憲
法
と
遊
ぼ
う
」
こ
ま
え

九
条
の
会
・
平
和
憲
法
を
広
め
る
狛

江
連
絡
会

▽　

日
掌
午
後
１
時　

分
か
ら　

１３

３０

「
腹
話
術
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ョ
ー
」
狛

江
腹
話
術
愛
好
会

 　

太
極
拳
・
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
民
謡
・
新
舞
踊
・

コ
ー
ラ
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ハ
ー
モ
ニ

カ
・
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ

レ
・
絵
画
・
歴
史
研
究
・
ペ
ン
習
字
・

絵
手
紙
・
生
け
花
・
茶
道
・
洋
裁
・

手
話
・
英
会
話
・
編
み
物
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
・
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
輪
投
げ
・
話
し
合
い
学
習
・
健

康
体
操 シ

ン
ポ
ジ
ウ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムム
・・

講
演
会
・
公

講
演
会
・
公
演演

公
開
活

公
開
活
動動

第第2266回中央公民館のつど回中央公民館のつどいい
〜出会いふれあい学びあい〜出会いふれあい学びあい〜〜

3月9日水
〜13日日

日　程

葛９日水は午後５時まで
葛１０日木〜１２日土は午後９時まで
葛１３日日は午後４時３０分まで
※夜間の展示は行いません。

時　間

 　

編
み
物
・
折

り
紙
・
ち
ぎ
り

絵
・ 
篆  
刻 
・
陶

て
ん 
こ
く

芸
・
彫
刻
・
水

墨
画
・
銀
細
工
・
写
真
・
書
・
陶
芸
・

洋
裁
・
俳
句
・
生
け
花
・
子
ど
も
の

絵
・
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
・
工
作
・

国
際
交
流
・
ペ
ン
習
字
・
絵
手
紙

 　

財
政
研
究
・
原
爆
展
と
東
京
大
空

襲
展
・
市
内
の
高
齢
者
の
住
ま
い

 
▽
９
日
昌
午
後
２
時
か
ら　

子
ど
も

の
広
場
「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」
他

▽　

日
昭
午
後
７
時
か
ら　

狛
江
市

１０
青
年
教
室
「
ゴ
ス
ペ
ル
で
歌
お
う
」

作作

品品

展展

活活

動動

展展

公
民
館
主
催
事

公
民
館
主
催
事
業業

 
▽
９
日
昌
午
前　

時
か
ら　
「
お
茶

１０

の
お
稽
古
」
好
日
会

▽　

日
松
・　

日
掌
午
前　

時　

分

１２

１３

１０

３０

か
ら　
「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
綿
あ
め
、

他
」
つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
実
費
）、

午
前　

時
か
ら　
「
喫
茶
室
」
保
育

１１

室
活
動
グ
ル
ー
プ

▽　

日
掌
午
後
１
時
か
ら　
「
お
茶

１３
会
」
狛
江
市
茶
道
連
盟

〔
日
時
〕
３
月　

日
松
午
前
９
時　

１２

３０

分
〜
正
午

〔
内
容
〕
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
活

動
と
公
民
館
〜
豊
か
な
地
域
を
つ
く

ろ
う
！
〜

〔
講
師
〕
片
野
親
義
さ
ん
（
元
さ
い

た
ま
市
立
岸
町
公
民
館
長
）

そ
の
他
の
催

そ
の
他
の
催
しし

　

中
央
公
民
館
利
用
団
体
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
企
画
・

実
施
す
る
も
の
で
、
学
習
・
文
化
活
動
の
発
展
を
目
指
し
て
日
頃

の
成
果
を
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
公
民
館
察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

講
演
会
・
演
奏

講
演
会
・
演
奏
会会
・・

コ
ン
サ
ー

コ
ン
サ
ー
トト

午前９時
から

成成成成成成成成成成成成成成
人人人人人人人人人人人人人人
学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習
事事事事事事事事事事事事事事

成
人
学
習
事
業業業業業業業業業業業業業業業

「「「「「「「「「「「「「「
公公公公公公公公公公公公公公
民民民民民民民民民民民民民民
館館館館館館館館館館館館館館
学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会

「
公
民
館
学
習
会
」」」」」」」」」」」」」」」

　こまバスのサービス向上
に役立てるため、アンケー
ト調査を実施します。
　アンケート用紙は、こま
バス車両内、都市整備課、
各地域センター（野川・上
和泉・南部・岩戸）、あいと
ぴあセンター、中央公民館、
西河原公民館および各児童館（和泉・岩戸）にあります。
回収箱も併せて設置してありますので、ご利用ください。
　なお、市ホームページからもご意見をお寄せください。
〔アンケート実施期間〕３月３１日昭まで
〔問い合わせ〕都市整備課企画計画係

こまバスのアンケート調査こまバスのアンケート調査をを
実施しま実施しますす
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們們
３
月
・
４
月
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で

３
月
・
４
月
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
すす
們們

　

３
月
か
ら
４
月
は
、
進
学
、
就
職

や
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
を
す
る
方

が
増
え
る
た
め
、
市
民
課
窓
口
が
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
特
に
混
み
合
う

祝
日
の
翌
日
、
月
曜
日
、
お
よ
び
昼

休
み
は
避
け
て
手
続
き
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
を
し
た
ら
、
届
け
出
期

間
内
に
忘
れ
ず
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
個
人
情

報
を
守
る
と
と
も
に
住
民
基
本
台
帳

と
戸
籍
の
正
確
性
を

確
保
す
る
た
め
、
窓

口
に
来
た
方
の
本
人

確
認
に
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
の

提
示
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市

民
課

 　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
と
市
民
税
・
都
民
税
（
非
）
課
税

証
明
書
を
発
行
す
る
自
動
交
付
機
を

市
役
所
市
民
課
前
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
交
付
機
の
利
用
に
は
、
暗
証
番

号
を
登
録
し
た
「
こ
ま
え
市
民
カ
ー

ド
」
が
必
要
で
す
。

※
「
こ
ま
え
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」
も
、
今

ま
で
通
り
利
用
で
き
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
ご
利
用

自
動
交
付
機
の
ご
利
用
をを

 　

電
話
で
予
約
を
す
る
と
、
住
民
票

の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
（
す
で

に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
さ
れ
て
い
て

予
約
時
に
お
持
ち
の
方
の
み
）
を
午

後
８
時
ま
で
受
け
取
れ
ま
す
。

〔
申
し
込
み
で
き
る
方
〕
本
人
ま
た

は
同
一
世
帯
の
方

〔
予
約
受
け
付
け
〕
受
け
取
り
当
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
受
け
取
り

は
受
け
取
り
希
望
日
直
前
の
開
庁

日
）
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
３

３０

時
ま
で
に
市
民
課
へ
。

昼
間
来
庁
で
き
な
い
方

昼
間
来
庁
で
き
な
い
方
はは

電
話
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

電
話
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用用

く
だ
さ

く
だ
さ
いい

届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
ややややややややややややややややややややや
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
ききききききききききききききききききききき
ををををををををををををををををををををを
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず

届
け
出
や
手
続
き
を
忘
れ
ず
にににににににににににににににににににににに

市
民
課
窓
口
が
混
雑
し
ま

市
民
課
窓
口
が
混
雑
し
ま
すす

　

皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か
ら
収
集

し
た
ご
み
を
処
理
す
る
に
は
、
多

額
の
処
理
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
を
目
的
と
し
て
、

平
成　

年　

月
か
ら
家
庭
ご
み
の

１７

１０

有
料
化
を
実
施
し
、
ご
み
処
理
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ご

み
は
着
実
に
減
量
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
ご
み
を
減
ら
し
、
ご
み
処

理
に
か
か
る
費
用
を
最
小
限
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
み
の

減
量
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
に
は

生
ご
み
が
多
く
入
っ
て
い
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
や
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
に

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
市
民
に
広
く
普
及
す

る
こ
と
を
目

的
に
、
生
ご

み
処
理
機
等

購
入
費
の
助

成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
購

入
前
に
清
掃
課
へ
。

　

資
源
物
集
団
回
収
と
は
、
市
内

の
自
治
会
・
町
会
・
管
理
組
合
・

市
民
団
体
な
ど
、
営
利
を
目
的
と

■生ごみ処理機等購入費の助成制度

助　成　額対象品目

購入費の２分の１
（１００円未満切り捨て）
〔電動式〕上限額１万８，０００円
〔非電動式〕上限額３，０００円

生ごみ処理機
※一世帯１基まで

上限額３，０００円（１基当たり）
生ごみ堆肥化容器
（コンポスト）
※一世帯２基まで

■１日１人当たりの
　可燃ごみ排出量

６４９．１５守平成１６年度

５９６．３３守平成１７年度

５４６．５４守平成１８年度

５３９．０５守平成１９年度

５２４．３８守平成２０年度

５０６．０２守平成２１年度

し
な
い
お
お
む
ね　

世
帯
以
上
の

２０

団
体
が
、
資
源
物
を
回
収
業
者
に

直
接
引
き
渡
す
こ
と
で
す
。

　

回
収
量

に
応
じ
て

市
か
ら
奨

励
金
が
交

付
さ
れ
、

団
体
の
活
動
資
金
な
ど
に
活
用
で

き
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
１
０
０
を
超
え
る

団
体
が
資
源
物
集
団
回
収
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

回
収
業
者
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

■資源物集団回収
市に団体登録をしてから、回
収日・回収品目を決めて回収
業者に引き渡します。

回収方法

新聞・雑誌（雑紙）・ダンボー
ル・紙パック・古布・アルミ
缶・スチール缶・ビン・ペッ
トボトル・金属

対象品目

１手当たり１０円奨励金交付額

年４回（四半期ごと）交付回数

４４４４４４４４４４４４４４４４ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲのののののののののののののののの優優優優優優優優優優優優優優優優先先先先先先先先先先先先先先先先順順順順順順順順順順順順順順順順位位位位位位位位位位位位位位位位ををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存じじじじじじじじじじじじじじじじでででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすす４Ｒの優先順位をご存じですかかかかかかかかかかかかかかかかか

生
ご
み
処
理
機

生
ご
み
処
理
機
等等

購
入
費
助
成
制

　
　
　

購
入
費
助
成
制
度度

資資資資資資資資資資資資資資資資資
源源源源源源源源源源源源源源源源源
物物物物物物物物物物物物物物物物物
集集集集集集集集集集集集集集集集集
団団団団団団団団団団団団団団団団団
回回回回回回回回回回回回回回回回回
収収収収収収収収収収収収収収収収収

資
源
物
集
団
回
収
をををををををををををををををををを

始始始始始始始始始始始始始始始始始
めめめめめめめめめめめめめめめめめ
ててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみ
ままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんん

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかか

　４Ｒとはごみの減量に有効な手段である４つのＲを示しています。
　４Ｒには優先順位があり、リサイクルは環境面に負担がかかる上に
多額の費用を要するため、ごみの減量の最終手段です。消費する時点
でリサイクルにできるだけ頼らないように心掛けることが大切です。
〔問い合わせ〕清掃課

■ごみの減量に有効な手段（４Ｒ）

ごみになるものを買わない、断ること発生回避（リフューズ）Refuse

ごみの量を減らすこと排出抑制（リデュース）Reduce

使ったものを廃棄せずにそのまま使う
こと再使用（リユース）Reuse

使ったものを資源として再利用するこ
と再生利用（リサイクル）Recycle

引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
ききききききききききききききききききききき
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
ききききききききききききききききききききき
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量

引
き
続
き
ご
み
減
量
にににににににににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

引
き
続
き
ご
み
減
量

引
き
続
き
ご
み
減
量
にに

ご
協
力
く
だ
さ

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
いい

■自動交付機の設置場所と利用時間
利用時間設置場所

〔月～金曜日〕午前８時３０分～午後８時市役所
２階市民課前 〔土・日曜日〕午前８時３０分～午後５時

※休日・祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）は利用
できません。

■電話サービス

住民票の写し・印鑑登録証明書住民票の写し交付の種類

宿直室（市役所１階）

喜多見・狛江・和泉多摩川の各駅売店
上和泉・南部・岩戸・野川の各地域
センター
※和泉多摩川駅売店は駅構内のた
め、駅員に承諾を得てからお入りく
ださい。

交付場所

〔月～金曜日〕午後６時～８時
〔土・日曜日、祝日〕午前８時３０分～午後
８時
※１２月２８日から１月４日は交付できま
せん。

〔月～金曜日〕午後５時３０分～８時
※売店の休み、地域センター休館日
（第２・４火曜日）および１２月２８日
から１月４日は交付できません。

交付時間

〔住民票の写し〕印鑑、手数料（１通３００円）、筆記用具
〔印鑑登録証明書〕手数料（１通３００円）、筆記用具、印鑑登録証またはこまえ市
民カード（兼印鑑登録証）、身分証明書（免許証、パスポート、保険証など）
※指定日に受け取れなかった場合、取り消しの扱いとなりますので改めて予
約してください。

受け取り時
の持ち物

■引っ越しをするときの主な手続き
届け出のときに必要なもの届け出期間種類こんなとき

転出証明書（外国からの転入の方は、パスポートと戸籍
謄本、附票の写し）、国民年金手帳（加入者のみ）

市内に住み始め
てから１４日以内転入届市内に引っ

越し

国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、
○乳 医療証、○子 医療証、介護保険証（いずれも加入者のみ）

新しい住所に住
み始めてから１４
日以内

転居届市内で引っ
越し

印鑑登録証、こまえ市民カード（いずれも登録者のみ）、
国民健康保険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証、
○乳 医療証、○子 医療証、介護保険証（いずれも加入者のみ）

引っ越しする前転出届市外に引っ
越し

転出する前転出届国外に転出

※住民基本台帳カードをお持ちの方は、転入・転出届の特例があるため、事前に市民課にお尋ねく
ださい。
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オ
レ
詐
欺
」
の
被
害
を
無
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
調
布
警
察
署
も
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
場
所
に
署
員
を
張
り

付
け
る
な
ど
特
別
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
決
め
手
は
市
民
の
皆

さ
ん
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
身

内
や
お
知
り
合
い
の
高
齢
者
に
注

意
の
電
話
を
１
本
入
れ
、
一
声
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
も
し
不
審

な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
ど
な

た
か
に
一
度
相
談
す
る
か
、

警
察
に
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
徹
底
で
き

る
か
が
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
撲
滅

の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
に
続
い
て
再
び
「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」
の
話
で
す
。

　

狛
江
市
で
は
、
東
京
で
一

番
安
全
な
都
市
に
な
る
こ
と

を
市
政
の
大
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
平
成　

年
は
東
京　

市
区

２２

４９

で
、
犯
罪
発
生
件
数
は
少
な
い
方

か
ら
３
位
、
交
通
人
身
事
故
は
同

じ
く
１
位
、
火
災
は
４
位
で
し
た
。

こ
の
状
況
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
、

安
心
安
全
基
本
条
例
を
策
定
し
、

ま
ち
ぐ
る
み
の
運
動
を
起
こ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」
の
横
行
で
、
昨
年
の
発
生

件
数
は
調
布
署
管
内（
調
布
市
・
狛
江

市
）が
全
国
２
位
、被
害
総
額
は
全
国

１
位
と
の
こ
と
で
す
。
狛
江
市
で
は

防
災
行
政
無
線
で
注
意
を
喚
起
し
て

い
ま
す
が
、
１
月
も
被
害
が
２
件
発

生
し
、
市
役
所
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金

を
お
ろ
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
優
し
さ
を
利
用
す
る
こ

う
し
た
犯
罪
は
許
せ
ま
せ
ん
。
私
も
、

市
民
の
集
ま
り
で
は
注
意
を
促
し
て

い
ま
す
が
、「
東
京
一
安
全
な
狛
江
」

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、ま
ず「
オ
レ

市
長
コ
ラ
ム　
１５６

東
京
一
安
全
な
狛
江
へ

「
オ
レ
オ
レ
」詐
欺
を
無
く
そ
う

西
山
偕
子
さ
ん

基
本
で
す
。
人
が
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
、
お
互
い
に
見
守
り
支
え

合
う
気
持
ち
の
も
と
、
情
報
の
交

流
を
密
に
し
た
連
携
を
と
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
民
生
児
童
委
員
に
な

り
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
そ
れ

は
人
と
人
と
の
出
会
い
で
す
。
人

生
の
先
輩
、
経
験
豊
か
な
方
々
か

ら
た
く
さ
ん
の
勇
気
や
元
気
、
優

し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
は
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
お
互
い
さ
ま
の
思
い

で
嬉
し
い
こ
と
と
受
け
と
め
、
多

く
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
市
制
施
行　

周
年
を
迎
え
て
は
、

４０

今
回
で
終
了
で
す
）

　

私
は
縁
あ
っ
て
、　

年
前
に
狛

４３

江
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。
当
時
は

畑
の
黒
い
土
も
あ
り
自
然
あ
ふ
れ

る
光
景
で
し
た
。

　

今
日
、
道
路
は
整
備
さ
れ
新
築
の

家
が
立
ち
並
ぶ
環
境
に
変
わ
り
ま
し

た
。
生
活
環
境
も
少
子
高
齢
化
、
経

済
・
雇
用
不
安
、
核
家
族
化
と
移
り

変
わ
り
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
民
生
児
童
委
員
と
な
っ
て　
１３

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
ち
、
支
援
に
つ
な
げ

る
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
へ
の
期
待
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
り
ケ
ー
ス
も
複
雑
多
様

化
す
る
中
、
狛
江
市
の
民
生
児
童
委

員
の
数
は
定
数
に
及
ば
ず
、
委
員
不

在
の
地
区
が
あ
り
ま
す
。
早
急
に
人

員
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
で
孤
独
を
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
近
隣
と
声
を
掛
け
合
う
こ
と
が

（
民
生
・
児
童
委
員
第
一
地

区
会
長
）

市市市市市市市市市市市市制制制制制制制制制制制制施施施施施施施施施施施施市制施行行行行行行行行行行行行行
４４４４４４４４４４４４００００００００００００周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年４０周年ををををををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ええええええええええええ迎えててててててててててててて

優
し
さ
と
思
い
や
り

優
し
さ
と
思
い
や
り
がが

重
な
り
合
う
狛
江

重
な
り
合
う
狛
江
へへ

１２

　狛江市一般廃棄物処理基本計画は、清掃行政の方向性を定めた
計画で、「最終処分場を頼らないごみ処理システムづくり」を目指
し、ごみの減量や埋立処分ゼロの実現を図ってきました。
　このたび、現行の計画期間が終了することに伴い、平成２３年度
から平成３２年度までを計画期間とする狛江市一般廃棄物処理基本
計画を策定しました。

　なお、計画の策定に当たっては、狛江市ごみ半減推進審議会に
おいて審議を重ね、さらに市民説明会やパブリックコメントによ
る皆さんからのご意見を踏まえた上で検討を行いました。
　この計画は清掃課（ビン・缶リサイクルセンター内）で頒布（１部
８０円）しています。また、市ホームページからもご覧になれます。
〔問い合わせ〕清掃課

狛狛江江市市一一般般廃廃棄棄物物処処理理基基本本計計画画をを
策策定定ししままししたた

狛江市一般廃棄物処理基本計画狛江市一般廃棄物処理基本計画をを
策定しまし策定しましたた

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理基 本 理 念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念

胸資源循環型社会の推進

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基 本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本 方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方基 本 方 針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針
　市民・事業者・行政が相互に連携し、さ

らなるごみの減量を図ります。

　「４Ｒの優先順位の市民への意識付け」、

「生ごみ処理機の普及によるごみの減量」、

「集団回収の拡大による資源化の推進」の

取り組みを重点に実施していきます。

　計画達成に向け、以下の項目を基本方針

として取り組んでいきます。

胸市民協働の体制づくり

　市民グループの支援や情報交流・普及啓

発の充実などを図り、市民が取り組みやす

い体制を推進します。

胸制度化による仕組みづくり

　拡大生産者責任の制度化など社会全体で

ごみの減量に取り組む体制を推進します。

胸消費行動を通した仕組みづくり

　４Ｒの考え方による消費行動の普及を図

り、ごみの減量の取り組みを推進します。

胸販売店との協力体制の推進

　発生抑制・排出抑制に向けて、販売店と

の協力体制を推進します。

胸多様なリサイクルルートの確保

　民間リサイクルルートなどの確保に努め、

安定的な再資源化体制を推進します。

胸収集運搬体制の推進

　収集コストや環境負荷面などに配慮した

効率的な収集運搬体制を推進します。

胸分別収集体制の推進

　ごみ・資源物の分別の徹底を図ることに

より、ごみの減量を推進します。

胸安定的な中間処理体制の推進

　ビン・缶リサイクルセンターやクリーン

センター多摩川の安定稼働を目指します。

胸埋立処分ゼロの維持

　エコセメント化施設の稼働により達成し

たごみの焼却灰の埋立処分ゼロを、今後も

維持・継続します。

胸し尿処理体制の維持

　し尿処理施設の安定稼働を目指すととも

に、し尿処理人口ゼロを維持します。

資源投入

資源循環型社会の概念図

廃　棄最終処分

消費・使用

生　産
（製造・流通等）

処　理
（焼却・再生等）

リデュースリデュース

リフューズリフューズ
（再生利用）（再生利用）
リサイクルリサイクル

リユースリユース

（排出抑制）（排出抑制）

（発生回避）（発生回避）

（再使用）（再使用）
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■平成２２年度発行分　主な有償刊行物等一覧 （２月１５日現在）
　

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
市
政
情
報

等
を
提
供
す
る
た
め
、
各
種
刊
行
物

を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

庁
内
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
を

備
え
、
低
価
格
で
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
郵
送
等
（
実
費
負

担
）
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
部
数
に
限
り
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

お
求
め
は
、
頒
布
課
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制

担
当

 　

軽
自
動
車
税
は
、
使
用
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
登

録
上
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

　

廃
車
ま
た
は
名
義
変
更
の
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
は
、
３
月　

日
昭

３１

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
の
受
付
窓
口
は
、

車
両
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

 　

本
計
画
は
、
過
去
の
高
金
利
だ
っ

た
地
方
債
（
借
金
）
を
低
金
利
の
も

の
に
借
り
換
え
、
公
債
費
（
返
済
金
）

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
下
水
道

事
業
の
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し

た
も
の
で
す
。

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車

ま
た
は
名
義
変
更
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
に
係
る
公
営
企
業
経
営

健
全
化
計
画
を
策
定

　

今
回
の
計
画
は
、
狛
江
市
下
水
道

総
合
計
画
の
内
容
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
が
、
平
成　

年
度
に
実
施
し
た

１９

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
際
に
策
定

し
た
経
営
健
全
化
計
画
の
期
間
（
平

成　

年
度
ま
で
）
を
３
年
間
延
長
し
、

２３
平
成　

年
度
ま
で
と
し
た
も
の
で
す
。

２６

　

計
画
は
、
下
水
道
課
で
閲
覧
で
き

る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
下
水
道
課
、
財
政

課
 　

今
回
は
下
半
期
分
（
平
成　

年　
２２

１０

月
～
３
月
）
で
す
。
申
請
書
は
、
ご

利
用
の
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
補
助
金
額
〕
児
童
一
人
に
つ
き
、

月
額
６
埀
０
０
０
円
ま
で

※
所
得
制
限
あ
り
（
左
表
参
照
）。

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月　
１８

日
晶
ま
で
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援

室
障
が
い
者
支
援
担
当
へ
。

 　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居

住
す
る　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
す
べ

２０

６０

て
の
方
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
加
入
種
別
は
３
種
類
あ
り
、

届
け
出
は
、
加
入
時
だ
け
で
な
く
種

別
が
変
わ
っ
た
時
に
も
必
要
で
す
。

私
立
心
身
障
害
児
通
所
訓
練

施
設
通
所
児
保
護
者
に
対
す

る
補
助
金
の
受
け
付
け

国
民
年
金
の
種
別
変
更
の
届

け
出
を
忘
れ
ず
に

　

種
別
変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
手
続
き
は
、
年
金
手
帳
を
添

え
て
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
の
加
入
種
別

〔
第
１
号
被
保
険
者
〕
自
営
業
や
農

業
・
漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
、　
２０

歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方

な
ど
が
対
象
で
す
。

　

加
入
や
種
別
変
更
の
手
続
き
は
、

健
康
支
援
課
保
険
年
金
係
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

〔
第
２
号
被
保
険
者
〕
会
社
や
官
公

庁
に
お
勤
め
の
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
で

す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
会
社
や
官
公
庁

が
行
い
ま
す
。

〔
第
３
号
被
保
険
者
〕
国
民
年
金
の

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
方
が
対
象
で
す
。

　

届
け
出
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

■
種
別
変
更
と
な
る
と
き

〔
第
１
号
被
保
険
者
〕
第
２
号
被
保

険
者
が
退
職
さ
れ
る
と
、
第
１
号
被

保
険
者
（
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る

場
合
は
除
く
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号

被
保
険
者
が
い
る
場
合
、
そ
の
方
も

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

〔
第
２
号
被
保
険
者
〕
第
１
号
被
保

険
者
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者
が
就

職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る
と
、

第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

〔
第
３
号
被
保
険
者
〕
第
１
号
被
保

険
者
ま
た
は
第
２
号
被
保
険
者
が
、

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

に
な
る
と
、
第
３
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 
〔
日
程
〕　

日
掌
・　

日
掌

２０

２７

〔
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　

た
だ
し
、　

日
掌
の
納
税
課
の
市

２７

税
納
付
は
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

５
時
ま
で
。
還
付
・
口
座
振
替
等
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

納
税
課
・
健
康
支
援
課
保
険
年
金
係
・

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

 　

狛
江
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
き
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に

係
る
施
策
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
の

諮
問
に
基
づ
き
審
議
を
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
４
月
１
日
現

２０

在
）
の
市
民

〔
募
集
人
員
〕
４
人

〔
任
期
〕
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

〔
会
議
〕
原
則
、
平
日
の
昼
間
（
年

４
回
程
度
）

〔
報
酬
〕日
額
３
埀０
０
０
円（
予
定
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
昭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
所

３１定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

お
よ
び
作
文
「
応
募
の
動
機
」（
様
式

自
由
）
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

政
策
室
企
画
法
制
担
当
へ
。

 　

市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
に

３
月
の
日
曜
窓
口

個
人
情
報
保
護
審
議
会
市
民

委
員
募
集

狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民
協

働
に
関
す
る
審
議
会
市
民
委

員
募
集

関
す
る
基
本
条
例
に
基
づ
き
、「
狛
江

市
市
民
参
加
と
市
民
協
働
に
関
す
る

審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
条
例
の
見
直
し
、
市
民
参
加

と
市
民
協
働
の
実
施
状
況
の
評
価
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
４
月
１
日
現

１８

在
）
の
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

で
、
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進

に
関
心
の
あ
る
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人
以
内

〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月
末
日
ま
で

２４

〔
会
議
〕
平
日
夜
間（
年
６
回
程
度
）

※
他
に
分
科
会
あ
り
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
昭
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

３１氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
年
齢
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
、
在
学
・
在

勤
の
場
合
は
学
校
名
ま
た
は
勤
務
先

を
明
記
の
上
、
作
文
「
狛
江
を
よ
り

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
市
民
と
市

役
所
と
の
関
係
」（
様
式
自
由
）
を
８

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
持
参
、
郵

送
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（kyodo

t@
city.kom

ae.lg.jp

）
で
政
策

室
協
働
調
整
担
当
へ
。

 　

展
示
さ
れ
て
い
る
商
品
車
な
ど
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
中
古
軽
自

動
車
等
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
免

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

課
税
免
除
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

古
物
商
の
許
可
が
あ
り
、
軽
自
動
車

税
の
滞
納
が
な
い
方
で
す
。

　

４
月
１
日
晶
か
ら
７
日
昭
ま
で
に

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

商
品
中
古
軽
自
動
車
等
は
課

税
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

有
償
刊
行
物
の
ご
案
内

頒布課頒布価格資　料　名
子育て支援課無償ひとり親家庭のしおり
地域活性課 ３０円狛江市商店街振興プラン実施計画

政策室 ５０円
狛江市アクションプラン総括
第３次行財政改革推進計画編（速
報値修正版）

監査委員
事務局 ８０円狛江市の監査　平成２２年度版

公民館
１９０円平成２１年度　狛江市公民館の活動

の記録
 ７０円狛江市青年教室（狛プー）『いなほ』

子育て支援課無償子育てガイドブック

図書館無償平成２１年度　図書館・図書室事業
報告書

総務課 ８０円狛江市情報化アクションプラン
清掃課 ３０円平成２１年度　狛江市清掃概要

社会教育課無償平成２２年度　狛江の社会教育
職員課無償平成２２年度　職員研修概要

選挙管理委員会
事務局１００円選挙の記録

政策室
１９０円狛江市実施計画　平成２２年度～平

成２６年度

 ３０円狛江市第４次行財政改革推進計画
平成２２年度～平成２６年度

頒布課頒布価格資　料　名

政策室 １０円狛江市定員適正化計画　平成２２年
度～平成２６年度

監査委員
事務局

１３０円平成２１年度狛江市決算審査意見書

 １０円平成２１年度東京都市収益事業組合
歳入歳出決算審査意見書

図書館３００円狛江市制施行４０周年記念誌　写真
で見る昭和の狛江

健康支援課 ８０円平成２１年度狛江市保健事業実績概
要

会計課３３０円平成２１年度東京都狛江市　一般会
計・特別会計歳入歳出決算書

児童青少年課 ２０円狛江市保育計画（平成２３年度～平
成２６年度）

財政課
５１０円平成２１年度決算資料

 ８０円財政のあらまし

学校教育課 ９０円狛江市教育委員会の自己点検及び
評価報告書（平成２１年度実施事業）

政策室 ５０円狛江市アクションプラン総括第３
次行財政改革推進計画編（確定版）

子育て支援課１３０円狛江市次世代育成支援行動計画
平成２１年度進捗状況

■軽自動車・バイクの廃車等受付窓口一覧
受　付　窓　口車　　　種

市役所課税課
察（３４３０）１１１１

第一種（５０呪以下）

原動機付自転車 第二種乙（９０呪以下）
第二種甲（１２５呪以下）
ミニカー（５０呪以下の三・四輪）
農耕用小型特殊自動車 その他

軽自動車検査協会
東京主管事務所多摩支所
察０４２（３５８）１４１１

軽三輪

軽自動車
軽四輪乗用（自家用・営業用）
軽四輪貨物（自家用・営業用）

東京運輸支局
多摩自動車検査登録事務所
察０５０（５５４０）２０３３

軽二輪（１２５呪超２５０呪以下）

二輪の小型自動車（２５０呪超）

■所得制限額表
保護者の
所得額

扶養親族
等の数

４，１０４，０００円０人

４，４８４，０００円１人

４，８６４，０００円２人

５，２４４，０００円３人

※扶養親族等が１人増すごと
に３８万円を加算

※保護者の所得額は、各控除
後の金額です。
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厄
年
・
厄
除
け

　

厄
年
と
よ
ば
れ
る
年
齢
に
は
、
災

厄
に
遭
い
や
す
い
と
い
う
の
で
、
身

を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
明
治
二
、
三
十
年
代

か
ら
大
正
生
ま
れ
、
昭
和
初
め
生
ま

れ
の
人
た
ち
に
、
二
十
年
ほ
ど
前
に

聞
い
た
話
を
も
と
に
し
て
、
厄
年
の

習
俗
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

　

厄
年
は
数
え
で
男
二
十
五
歳
・
四

十
二
歳
、
女
十
九
歳
・
三
十
三
歳
な

ど
で
、
こ
れ
ら
の
年
に
、
男
六
十
一

歳
、
女
三
十
七
歳
を
加
え
る
人
も
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
男
の
四
十
二

と
女
の
三
十
三
と
が
大
厄
。「
厄
年
は

本
厄
を
は
さ
ん
で 
前 
厄
と 
後 
厄
と
い

ま
え 

あ
と

う
よ
う
に
厄
明
け
ま
で
三
年
あ
る
か

ら
、
た
い
へ
ん
な
ん
だ
い
ね
。
気
い

つ
け
な
け
れ
ば
な
ん
な
い
か
ら
」。

　

厄
年
に
は
、
近
隣
の
神
社
や
寺
院

に
厄
除
け
の
祈
願
を
し
ま
す
。
近
年

も
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
川
崎
大
師
へ

の
参
詣
。
ご
祈
祷
を
あ
げ
護
摩
を
焚

い
て
も
ら
っ
て
、
お
札
を
受
け
て
き

ま
す
。
地
元
の
伊
豆
美
神
社
に
お
ま

い
り
す
る
人
も
あ
り
、
そ
の
と
き
、

男
の
人
は
赤
い
布
一
反
を
持
参
し
て

祈
祷
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
で 
褌 
を
つ

ふ
ん
ど
し

く
っ
て
着
け
る
こ
と
も
し
ま
し
た
。

二
十
年
く
ら
い
前
ま
で
み
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
現
在
、
初
詣
で
な
ど
の
折

に
、
社
前
に
掲
げ
ら
れ
た
厄
年
一
覧

で
厄
年
を
知
り
、
ご
祈
祷
を
申
し
込

む
人
、
数
え
年
で
な
く
満
年
齢
で
希

望
す
る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

厄
除
け
に
は
社
寺
で
の
祈
願
の
ほ

か
、
か
つ
て
は
呪
的
な
方
法
が
さ
か

ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て

い
た
の
は
火
箸
の
贈
答
で
す
。
男
四

十
二
歳
の
厄
年
に
は
、
そ
の
前
年
の

前
厄
の
と
き
に
、
輪
で
二
本
を
つ
な

い
だ
長
い
金
の
火
箸
を
半
紙
で
包
み
、

紅
白
の
水
引
を
か
け
た
も
の
が
贈
ら

れ
ま
す
。
贈
り
主
は
自
分
の
親
や
嫁

の
実
家
の
親
、
そ
れ
に
親
の
き
ょ
う

だ
い
な
ど
。
大
神
宮
様
と
か 
荒  
神 
様

こ
う 
じ
ん

と
か
の
神
棚
に
上
げ
て
、
厄
が
明
け

た
ら
下
ろ
し
て
へ
っ
つ
い
な
ど
で
使

い
ま
し
た
。
三
日
間
供
え
、
四
日
目

に
下
ろ
し
て
使
っ
た
人
も
あ
り
ま
す
。

姑
が
用
意
し
た
火
箸
を
息
子
に
見
ら

れ
ぬ
よ
う
に
と
嫁
に
渡
し
て
、
神
棚

に
上
げ
さ
せ
て
お
い
た
家
も
あ
り
ま

し
た
。「
火
箸
は
厄
を
焼
き
切
る
」
と

い
っ
て
、
男
ば
か
り
で
な
く
女
の
三

十
三
の
厄
年
に
も
火
箸
を
贈
っ
た
と

い
う
人
も
い
ま
す
。「
厄
が
流
れ
た

ら
」
お
赤
飯
で
お
返
し
す
る
の
を
習

わ
し
と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

女
の
厄
年
に
は
包
丁
を
、
嫁
の
里
か

ら
贈
る
例
も
聞
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
女
の
三
十
三
の
厄
年
に
は
、

厄
除
け
の
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
、

う
ろ
こ
模
様
の
も
の
、
着
物
・
帯
・

ひ
も
・
財
布
で
も
何
で
も
身
に
着
け

る
も
の
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

物
の
贈
答
の
ほ
か
、
厄
を
辻
な
ど

に
送
り
出
す
厄
除
け
も
み
ら
れ
ま
す
。

「
男
で
も
女
で
も
厄
年
に
は
、
大
晦

日
の
晩
に
辻
に
お
金
を
落
と
し
て
く

る
ん
だ
っ
て
」

　
「 
四  
十  
二 
の 
二 
つ 
子 
」
と
い
っ
て
、

し 
じ
ゅ
う 
に 

ふ
た 

ご

父
親
が
四
十
二
の
と
き
に
子
ど
も
が

二
つ
に
な
る
の
は
、
親
に
も
子
に
も

よ
く
な
い
と
い
わ
れ
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
と
お
七
夜
か
ら
お
宮
参
り
く

ら
い
ま
で
の
間
に
、
血
の
濃
い
親
戚

な
ど
拾
い
親
を
き
め
て
お
い
て
、
捨

て
子
の
ま
ね
ご
と
を
す
る
習
俗
も
、

昭
和
の
初
め
ま
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　２０４　－

 　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が

退
職
（
失
業
）
さ
れ
る
と
、
健
康
支

援
課
保
険
年
金
係
で
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
行
い
、
月
額
１
万
５
埀

１
０
０
円
（
平
成　

年
度
の
金
額
）

２２

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
特
例

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
退
職
（
失
業
）
し

た
年
度
お
よ
び
翌
年
度
に
限
り
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た

め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
特
例
免
除

で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者

本
人
だ
け
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合
は
、

申
請
書
に
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の

公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
添
付

の
上
、
健
康
支
援
課
保
険
年
金
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 　
　

歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

２０
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
の
申
請

も
行
わ
ず
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

す
る
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
制
度
を
利
用
し

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度

国
民
年
金
の
納
付
が
困
難
な

方
の「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
は
、　

年
以
内
で

１０

あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
追
納
制
度
」
の
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
は
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
学
生
と
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、ま
た
は
一
部
の

海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
す
。
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
の
方
も
含
む
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
承
認
期
間
〕
４
月
～
翌
年
３
月

※
次
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合

は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
を

送
付
し
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い　

歳
未
満
の
方
で
、

３０

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 　

国
民
年
金
の
加
入
中
等
に
初
診
日

が
あ
る
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
が
い

の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定

日
（
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経

過
し
た
日
ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症

状
が
固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障

障
害
基
礎
年
金
と
は

害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当

し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
の
内
、
保
険
料
納

付
済
期
間
と
免
除
期
間
（
若
年
者
納

付
猶
予
期
間
・
学
生
納
付
特
例
期
間

を
含
む
）
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分

の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
前
に
初
診
日
の
あ
る

２０

病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
が
い
の
状

態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等
級
の
１

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
れ
ば　

歳
２０

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 　

離
婚
等
を
し
た
時
に
、
厚
生
年
金

の
保
険
料
納
付
記
録
を
当
事
者
間
で

分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
離
婚
時

の
厚
生
年
金
分
割
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成　

年
４
月
１

１９

日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
合
意
分
割
制

度
」
と
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２０

実
施
さ
れ
た
「
３
号
分
割
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

〔
合
意
分
割
制
度
〕
次
の
条
件
に
該

当
し
た
場
合
に
、
当
事
者
か
ら
の
請

求
に
よ
り
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
納

付
記
録
を
当
事
者
間
で
分
割
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

▽
平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚

１９

し
た
方
や
事
実
婚
関
係
を
解
消
し
た

方
な
ど

▽
当
事
者
間
の
話
し
合
い
や
裁
判
手

続
き
に
よ
り
年
金
分
割
の
割
合
（
上

限　

％
）
を
定
め
た
こ
と

５０
▽
請
求
期
限
（
原
則
と
し
て
離
婚
等

の
翌
日
か
ら
２
年
）
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と

離
婚
時
の
厚
生
年
金
分
割
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

※
こ
の
制
度
に
よ
り
分
割
さ
れ
る
保

険
料
納
付
記
録
は
、「
婚
姻
期
間
中
の

当
事
者
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付

記
録
」
に
限
ら
れ
ま
す
。

〔
３
号
分
割
制
度
〕
次
の
条
件
に
該

当
し
た
場
合
に
、
国
民
年
金
の
第
３

号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
か
ら
の
請

求
に
よ
り
、
平
成　

年
４
月
１
日
以

２０

後
の
相
手
方
の
厚
生
年
金
の
保
険
料

納
付
記
録
を
２
分
の
１
ず
つ
、
当
事

者
間
で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

▽
平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に
離
婚

２０

し
た
方
や
事
実
婚
関
係
を
解
消
し
た

方
な
ど

▽
平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に
国
民

２０

年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間
が
あ
る
こ
と

▽
請
求
期
限
（
原
則
と
し
て
離
婚
等

の
翌
日
か
ら
２
年
）
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と

※
こ
の
制
度
に
よ
り
分
割
さ
れ
る
保

険
料
納
付
記
録
は
、
平
成　

年
４
月

２０

１
日
以
後
の
「
第
３
号
被
保
険
者
期

間
中
の
相
手
方
の
厚
生
年
金
の
保
険

料
納
付
記
録
」
に
限
ら
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た

期
間
（
厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間
を

含
む
）
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
た
期
間
が　

年
（
３
０

２５

０
月
）
以
上
あ
る
方
は
、　

歳
か
ら

６５

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
給
さ

れ
た
い
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と

併
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
納
付
す
る
と
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
て
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
を
ご
利
用
く
だ
さ

い

　

受
給
額
は
、
２
０
０
円
に
付
加
保

険
料
納
付
月
数
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
期
限

（
対
象
月
の
翌
月
末
）
を
経
過
し
て

の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る

方
は
、
申
出
書
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
健
康
支
援
課
保
険
年

金
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
年
金
事
務
所

察
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

 
恭
狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協
議
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
晶
午
後
３
時
か

１１

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
案
件
〕
防
犯
講
演
会
の
結
果
、
他

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

恭
第　

回
体
育
指
導
委
員
会
議

１１

〔
日
時
〕
３
月
９
日
昌
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
案
件
〕
平
成　

年
度
事
業
予
定

２３

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

恭
第　

回
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

１１

〔
日
時
〕
３
月　

日
昌
午
後
７
時
か

１６

ら〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
案
件
〕
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
見

直
し
、
検
討

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
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生
活
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
筋
肉
を

使
っ
て
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
す

〔
講
師
〕
岡
部
智
美
さ
ん
※
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

昌
か
ら
介
護
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

へ
。

■
マ
マ
パ
パ
学
級

　

現
在
第
一
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

妊
娠
中
の
生
活
、
出
産
、
育
児
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
お
友
だ
ち
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
内

容
〕
▽
１
回
目　

妊
娠
中
の
生
活
・

家
族
計
画
、
妊
婦
体
操
（
実
習
）
▽

２
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活

（
先
輩
マ
マ
の
話
）、
妊
娠
中
の
食

事
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
赤

ち
ゃ
ん
と
マ
マ
パ
パ
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
▽
３
回
目　

赤
ち
ゃ
ん
の
沐

浴
・
お
む
つ
交
換
（
実
習
）、
パ
パ
の

た
め
の
妊
婦
体
験
、
育
児
の
話
と
ほ

の
ぼ
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
母
と
子
の
歯
の
健
康
教
室

〔
日
時
〕
４
月
７
日
昭
受
け
付
け
は

午
前
９
時　

分
か
ら
〔
会
場
〕
あ
い

２５

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後
６

カ
月
か
ら
１
歳
未
満
の
乳
児
と
お
母

さ
ん
〔
定
員
〕
先
着　

組
〔
内
容
〕

１５

母
と
子
の
歯
科
健
診
・
口
の
観
察
・

乳
児
の
仕
上
げ
磨
き
の
練
習
〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
乳
児
と
お
母

さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
・
コ
ッ
プ
・
タ
オ

ル
・
手
鏡

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
む
し
歯
予
防
教
室

　

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
歯
科
衛
生

士
・
栄
養
士
が
お
話
を
し
ま
す
。

〔
日
程
・
対
象
〕
▽
４
月　

日
昌
・

２０

１
歳
か
ら
１
歳
６
カ
月
児
ま
で
の
保

護
者
▽
４
月　

日
昭
・
１
歳
７
カ
月

２１

児
か
ら
２
歳
児
の
保
護
者
〔
時
間
〕

午
前　

時
～　

時
〔
会
場
〕
あ
い
と

１０

１１

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕
各
日　

人
１５

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
黒
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
・
子
ど
も
が
使
っ
て
い

る
歯
ブ
ラ
シ

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
３
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
錬
功
教
室　
〔
日
程
・
会
場
〕
４
日

晶
・
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

▽
健
康
づ
く
り
教
室　
〔
日
程
・
会

場
〕
▽
９
日
昌
・
谷
戸
橋
地
区
セ
ン

タ
ー
▽　

日
晶
・
野
川
地
域
セ
ン
タ

１８

ー
▽　

日
捷
・
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ

２８

ー
〔
内
容
〕
健
康
体
操
・
脳
ト
レ（
数

独
）・
ミ
ニ
講
話
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）

〔
講
師
〕
こ
ま
え
正
吉
苑
職
員
、
他

　

各
日
〔
時
間
〕
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時
※
水
分
は
各
自
用
意
し
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

昌
か
ら
こ
ま
え
正
吉
苑
察
（
５
４
３

８
）
２
５
２
２
へ
。

 
■
第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加
入
者

の
た
め
の
健
康
相
談

　

保
健
師
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
の
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
昭
・　

日
昭
午

１０

２４

前　

時
～
正
午
〔
会
場
〕
市
役
所
２

１０
階
ロ
ビ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保
険

年
金
係

■
育
児
相
談
～
子
ど
も
の
身
長
、
体

重
も
測
れ
ま
す
～

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
、

助
産
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
昌
午
前
９
時　

２３

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕
３
月　

日
昭
午
後
１
時　

１７

３０

分
～
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
産
婦

人
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
察

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

 
■
４
月
か
ら
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ

ん
か

〔
会
場
・
曜
日
〕
▽
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
・
第
１
火
曜
日
ま
た
は
第
２

金
曜
日
▽
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
・
第

２
金
曜
日
▽
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー
・

第
４
金
曜
日
〔
時
間
〕
正
午
～
午
後

１
時
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
方
で
、

６５

自
力
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
る
こ
と
に
よ
り
会
食
会
に
参
加

で
き
る
方
〔
募
集
人
員
〕
若
干
名
※

月
１
回
、
一
人
１
会
場
ま
で
〔
自
己

負
担
金
〕
１
回
５
０
０
円
※
会
食
会

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

力
員
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

２
日
昌
か
ら　

日
晶
ま
で
に
、
介
護

１８

支
援
課
高
齢
者
支
援
係
へ
。

■
犬
の
し
つ
け
・
飼
い
方
相
談

　

初
め
て
飼
う
方
や
か
み
つ
き
、
無

駄
ぼ
え
、
留
守
番
が
で
き
な
い
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
晶
午
前
９
時　

２５

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕
先
着
６
人

〔
相
談
員
〕
西
川
文
二
さ
ん
（
東
京

都
動
物
愛
護
推
進
員
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
女
性
の
健
康
週
間
～
健
康
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
～

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
３
月
１

日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
を
「
女
性
の

健
康
週
間
」
と
定
め
、
女
性
の
健
康

づ
く
り
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明

る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て

過
ご
す
た
め
に
は
、
生
活
の
場
（
家

庭
、
地
域
、
職
域
、
学
校
）
を
通
じ

て
、
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題

を
社
会
全
体
で
総
合
的
に
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
キ
ル
ト
の
展
示
や
健
康
教

室
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
３
月　

日
昌
・　

日
昭
午

１６

１７

後
１
時
か
ら
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成　

年　

月

２２

１１

生
ま
れ
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健

康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
※
対
象

者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

〔
日
時
〕
３
月　

日
晶
受
け
付
け
は

１８

午
後
１
時
か
ら
（
３
時　

分
終
了
予

３０

定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
妊
娠
中
の
方
※
妊
娠
中
期

に
お
受
け
く
だ
さ
い
〔
内
容
〕
歯
科

健
診
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ
・

コ
ッ
プ
・
手
鏡
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
察（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
３
月　

日
昇
受
付
時
間
は

２９

午
前　

時
～　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
～
６
カ
月
未
満
の
乳
児
※
通
知
対

象
者
は
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
乳

２２

１２

児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
・
髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
介
護
予
防
事
業
・
口
腔
ケ
ア
講
座

「
若
さ
を
保
つ
口
腔
ケ
ア
法
～
コ
ッ

ソ
リ
教
え
ま
す
！
～
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
昭
午
前
９
時　

１７

３０

分
～　

時　

分
〔
会
場
〕
上
和
泉
地

１１

３０

域
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
、
ま
た
は
地
域
に
お
け
る
指

導
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
に
興
味

の
あ
る
方
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕

２０

▽
口
腔
ケ
ア
の
効
果
に
つ
い
て
の
講

義
▽
口
腔
内
ケ
ア
指
導
・
歯
垢
の
染

め
出
し
等
▽
口
腔
体
操
〔
講
師
〕
歯

科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
・
健
康
運
動

指
導
士
〔
持
ち
物
〕
歯
ブ
ラ
シ（
義
歯

ブ
ラ
シ
）・
歯
間
ブ
ラ
シ
・
日
常
使
用

し
て
い
る
口
腔
ケ
ア
用
品
・
タ
オ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
日

昌
か
ら
介
護
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

へ
。

■
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
棒
体
操
講

習
会
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
昌
午
前
９
時
～

２３

　

時
〔
会
場
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ

１１ー
〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
方
〔
内
容
〕

６５

レ
イ
ン
ボ
ウ
（
棒
）
を
用
い
て
日
常

○
ひ
ま
わ
り

　
　

察
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

http://w
w
w
.him
aw

ari.m
etro.tokyo.jp/

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

察
♯
７
１
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

察
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

HP

〔
診
療
日
〕
６
日
・　

日
・　

日
・

１３

２０

　

日
・　

日

２１

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
～　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
～
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

察
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

察
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
～
金
曜
日
（
慈
恵

第
三
病
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
～
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
方

１５

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

察
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

小

児

初

期

救

急

平

日

夜

間

診

療

休

日

診

療

　

時
間

２４医
療
機
関
案
内
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脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

　
　

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
タ
カ
の
シ

ョ
ッ
ト
ガ
ン
タ
ッ
チ
」　

〔
日
時
〕

３
月
３
日
昭
午
後
３
時
～
４
時

〔
対
象
〕
小
学
生

■
お
話
し
会　
〔
日
時
〕３
月
９
日

昌
午
後
４
時
～
４
時　

分〔
対
象
〕

４５

小
学
生

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル　
〔
日

時
〕
３
月　

日
松
午
前　

時　

分

１９

１０

３０

～　

時　

分
※
前
日
ま
で
に
サ
イ

１１

３０

ズ
ご
と
に
ま
と
め
、
表
記
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
靴　

尺
ま
で
、

２０

子
ど
も
服
１
３
０
尺
ま
で
。
お
も

ち
ゃ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
着
古
し
た

下
着
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

脅
市
立
保
育
園
園
庭
開
放
「
お
ひ

さ
ま
」

〔
日
程
〕
左
表
の
と
お
り
※
雨
天

中
止
〔
時
間
〕
午
前
９
時　

分
～

４０

　

時
〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
未
就

１１学
児
と
そ
の
保
護
者
〔
持
ち
物
〕

着
替
え
・
タ
オ
ル
等
※
親
子
と
も

汚
れ
て
よ
い
服
装
で
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
各
園

脅
和
泉
児
童
館 

　
　

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
い
ず
み
子
育
て
く
ら
ぶ　

Ⅰ
期

（
４
月
～
７
月
）　
〔
対
象
・
曜
日
〕

▽
０
歳
児
（
こ
ぱ
ん
だ
）　

隔
週

火
曜
日
▽
０
歳
児
（
ぱ
ん
だ
）　

隔
週
木
曜
日
▽
１
歳
児（
う
さ
ぎ
）

　

隔
週
金
曜
日
▽
２
・
３
歳
児（
こ

あ
ら
）　

隔
週
火
曜
日
〔
時
間
〕

午
前
中　

分
程
度
〔
内
容
〕
発
達

４０

に
応
じ
た
歌
や
運
動
遊
び
、
親
子

ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
い
ま
す
〔
申
し
込
み
〕

こ
あ
ら
３
月　

日
昌
、
う
さ
ぎ　

１６

１７

日
昭
、
こ
ぱ
ん
だ
・
ぱ
ん
だ　

日
１８

晶
の
各
日
午
前　

時　

分
か
ら
窓

１０

３０

口
へ
※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
映
画
会
「
劇
場
版
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ

Ｏ
」　

〔
日
時
〕３
月　

日
晶
午
後

１８

４
時　

分
～
６
時
〔
対
象
〕
小
学

３０

生
（
幼
児
保
護
者
同
伴
可
）

■
新
一
年
生
対
象
企
画
「
じ
ど
う

か
ん
よ
う
こ
そ
会
」　

〔
日
時
〕３

月　

日
捷
午
前　

時
～
午
後
１
時

２８

１１

〔
対
象
〕
入
学
前
の
新

小
学
校
１
年
生〔
内
容
〕

催
し
物
を
見
た
り
、
み

ん
な
で
カ
レ
ー
を
食
べ

ま
す
※
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて

〔
日
程
〕
左
表
の
と
お
り

〔
時
間
〕
▽
午
前
（
９
時
～
正
午
）

▽
午
後
（
１
時
～
４
時
）

〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
Ｓ
１
・

１６

Ｓ
２
・
Ｓ
３
コ
ー
ス
の
み
５
人
）

※
最
少
開
講
人
員
５
人
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
４
埀
０
０
０
円（
４
回
）

〔
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

３
月
８
日
昇
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
（
１
コ
ー
ス
１
枚
）
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希

望
の
月
と
コ
ー
ス
を
記
入
の
上
、
〒

２
０
１
們
０
０
１
５
猪
方
４
們　

們
１３

１
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

察
（
３
４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

■パソコン教室日程（４月〜６月）

土曜日木曜日水曜日火曜日月曜日

午後午前午後午後午前午後午前午前

２日・９日・１６日・２３日７日・１４日
２１日・２８日６日・１３日・２０日・２７日５日・１２日・１９日・２６日４日・１１日

１８日・２５日
４　

月 Ｓ１
Windows７
パソコン入門

Ｆ１
ワード＋エクセル
表計算・関数

Ｂ１
ワード
文書基本

Ｃ１
役立つ

インターネット

Ｅ１
エクセル
表計算基本

Ａ１
パソコン
入門

Ｘ２
パソコンで
水彩画

Ｄ１
デジカメ

撮影とプリント

７日・１４日・２１日・２８日１２日・１９日・２６日
６月２日１１日・１８日・２５日、６月１日１０日・１７日・２４日・３１日９日・１６日

２３日・３０日
５　

月 Ｓ２
Windows７
Liveメール

Ｆ２
ワード＋エクセル
中級

Ｂ２
お役立ち
ワード

Ｃ２
インターネットで
快適生活

Ａ２
やさしい
文字入力

Ｇ１
インターネット活用
電子メール

Ｘ２
パソコンで
水彩画

Ｘ１
パソコンで
水彩画入門

４日・１１日・１８日・２５日９日・１６日
２３日・３０日８日・１５日・２２日・２９日７日・１４日・２１日・２８日６日・１３日

２０日・２７日
６　

月 Ｓ３
Windows７
インターネット活用

Ｆ３
ワード＋エクセル
上級

ＨＳ
はがき作成
暑中見舞い

Ｃ３
ネットで
グローバル体験

Ａ３
ワード
基礎

Ｇ２
インターネット活用
ＨＰ作成

Ｘ２
パソコンで
水彩画

Ｄ３
複合プリンタで
面白プリント

■「おひさま」３月日程
備　考日程園　名
身体測定７日捷和泉保育園

察（３４８０）０５９８ わらべうた２２日昇
外遊び１日昇藤塚保育園

察（３４８９）２８３５ 身体測定１４日捷
３日昭駒井保育園

察（３４８０）９３６１ 室内遊び１４日捷
わらべうた１日昇駄倉保育園

察（３４８９）５４１５ 身体測定２２日昇
わらべうた３日昭宮前保育園

察（３４８０）４４４８ パネルシアター２３日昌
ひなまつり３日昭三島保育園

察（３４８８）３８９８ 身体測定１７日昭

パ
ソ
コ
ン
教

パ
ソ
コ
ン
教
室室

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
３
月
７
日

捷
ま
で
を
子
ど
も
の
予
防
接
種
週

間
と
し
、
予
防
接
種
の
勧
奨
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

公
費
（
無
料
）
で
接
種
で
き
る

期
間
は
限
ら
れ
る
た
め
、
受
け
て

い
な
い
接
種
が
あ
る
方
は
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
（
左
表
参
照
）。

　

な
お
、
定
期
の
予
防
接
種
対
象

者
に
は
、
個
別
に
通
知
を
し
て
い

ま
す
。
予
診
票
が
な
い
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健

康
推
進
係
察
（
３
４
８
８
）
１
１

８
１

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののの
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週

子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

～
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

～
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
～～

■平成２２年度　定期予防接種

公費で接種できる期間通知時期通知対象回数接種対象予防接種名

生後９０カ月未満まで実施月の前月平成２１年１０月１日
～平成２２年９月３０日生まれ２生後３～９０カ月未満急性灰白髄炎

（ポリオ）

生後６カ月未満まで
※病気等の理由で生後
６カ月未満までに接種
できない場合は、１歳
未満まで公費接種が可
能です。

生後２カ月に
なる月

平成２２年１月１日
～平成２３年１２月３１日生まれ１生後６カ月未満ＢＣＧ

生後９０カ月未満まで生後２カ月に
なる月

平成２２年２月１日
～平成２３年１月３１日生まれ

３〔１期初回〕
生後３～９０カ月未満ジフテリア（Ｄ）

百日せき（Ｐ）
破傷風（Ｔ） １〔１期追加〕

生後３～９０カ月未満

１３歳未満まで平成２２年５月平成１０年４月２日
～平成１１年４月１日生まれ１〔２期〕

１１歳以上１３歳未満
ジフテリア（Ｄ）
破傷風（Ｔ）

生後２４カ月未満まで１歳になる月
の前月

平成２１年５月１日
～平成２２年４月３０日生まれ１〔１期〕

生後１２～２４カ月未満

麻しん
風しん

３月３１日まで

平成２２年５月平成１６年４月２日
～平成１７年４月１日生まれ１〔２期〕

５歳以上７歳未満

平成２２年３月

平成９年４月２日
～平成１０年４月１日生まれ１〔３期〕

中学校１年生相当

平成４年４月２日
～平成５年４月１日生まれ１〔４期〕

高校３年生相当

生後９０カ月未満まで
※接種の勧奨を差し控
えていた期間の１期未
接種分は、生後９０カ月
未満または２期の対象
年齢で公費接種が可能
です。

３歳になる月
の前月

平成１９年４月２日
～平成２０年４月１日生まれ
※平成２２年度から個別通知
を再開しています。

２〔１期初回〕
生後６～９０カ月未満

日本脳炎 １〔１期追加〕
生後６～９０カ月未満

１３歳未満まで
現在個別通知は行っていませんが、接種希
望者は接種が可能です。予診票をお渡しし
ます。

１〔２期〕
９歳以上１３歳未満

% %%%%%%%%%%% %%%

% %%%%%%%%%%% %%%

平平成成
２２年２２年度度
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障
が
い
者
（
児
）
▽
難
病
者
（
介
護

者
同
伴
の
利
用
も
可
）〔
利
用
日
時
〕

▽
高
齢
者　

月
・
火
曜
日
午
前
（
４
・

８
・
９
月
の
利
用
）
▽
障
が
い
者　

第
１
・
３
日
曜
日
午
前
ま
た
は
午
後

（
４
月
～
平
成　

年
３
月
の
利
用
）

２４

▽
障
が
い
者
・
機
能
訓
練　

木
曜
日

午
前
（
４
・
８
・
９
月
の
利
用
）〔
使

用
料
〕
１
埀０
０
０
円（
登
録
期
間
内
。

介
護
人
は
無
料
）
※
工
事
の
た
め
、

５
月
か
ら
７
月
の
３
カ
月
間
は
プ
ー

ル
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
予
め
了

承
の
上
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
昭
か
ら　

日
昌
ま
で
に
、
障
が

１０

１６

い
の
程
度
が
分
か
る
手
帳
ま
た
は
医

療
証
等
各
種
証
明
書
お
よ
び
認
め
印

を
持
参
の
上
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援

室
障
が
い
者
支
援
担
当
へ
。

■
青
少
年
会
議
報
告
会

〔
日
時
〕
３
月　

日
松
午
後
２
時
か

１９

ら
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室
〔
内
容
〕
市
内
の
中
学
生

が
テ
ー
マ
「
私
た
ち
は
狛
江
市
の
大

統
領
」
を
も
と
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
を

決
め
、
市
に
対
す
る
要
望
や
、
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係

■
笑
顔
サ
ー
ビ
ス
（
有
償
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
）
協
力
会
員
説
明
会

〔
日
時
〕
▽
３
月　

日
晶
午
前　

時

１１

１０

　

分
か
ら
▽
４
月　

日
昌
午
後
１
時

３０

１３

　

分
か
ら
▽
５
月　

日
昭
午
前　

時

３０

１９

１０

　

分
か
ら
※
応
相
談
〔
会
場
〕
あ
い

３０と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
心
身
と

も
に
健
全
な　

歳
以
上
の
市
民
で
、

１８

笑
顔
サ
ー
ビ
ス
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

活
動
で
き
る
方
〔
内
容
〕
日
常
生
活

の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
、
障

が
い
者
（
児
）、
子
育
て
中
の
家
庭
等

に
対
す
る
支
え
合
い
活
動
の
説
明
会

〔
活
動
謝
礼
〕
１
時
間
８
０
０
円
～

１
埀
０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
社
会
福
祉

協
議
会
察
（
３
４
８
８
）
０
７
８
７

■
春
の
火
災
予
防
運
動
～
３
月
７
日

捷
ま
で
「
住
警
器　

頼
れ
る
我
が
家

の　

見
張
り
番
」
～

〔
推
進
事
項
〕
▽
住
宅
防
火
対
策
の

推
進
▽
事
業
所
の
防
火
安
全
対
策
の

推
進
▽
地
域
の
防
火
安
全
対
策
の
推

進
▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ

ー
の
周
知
促
進
▽
違
反
対
象
物
の
公

表
制
度
の
周
知
〔
行
事
予
定
〕
▽
３

月
３
日
昭
午
後
３
時　

分
～
４
時　

３０

３０

分
「
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
♯
７
１
１

９
の
周
知
」
京
王
ス
ト
ア
和
泉
店
・

オ
ー
ケ
ー
狛
江
店
・
い
な
げ
や
狛
江

東
野
川
店
・
京
王
ス
ト
ア
駒
井
店
・

江
戸
屋
▽
４
日
晶
午
後
３
時
か
ら

「
消
防
演
習
」
慈
恵
第
三
病
院
▽
６

日
掌
午
前　

時
～
午
後
３
時
「
消
防

１０

ふ
れ
あ
い
広
場
」
狛
江
消
防
署
※
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tfd.m

etro.tokyo.jp/hp-
kom
ae/

）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
察（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

 
■
よ
り
あ
い
っ
こ
実
行
委
員
会
委
員

〔
対
象
〕
川
口
地
域
と
の
相
互
交
流

に
興
味
の
あ
る
市
民
〔
任
期
〕
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
〔
募
集
人
員
〕

２５

３１

４
人
以
内
〔
内
容
〕
ふ
る
さ
と
友
好

都
市
新
潟
県
長
岡
市
川
口
地
域
と
の

交
流
事
業
に
つ
い
て
、
企
画
立
案
か

ら
実
施
ま
で
行
い
ま
す
。
会
議
は
、

の
返
済
や
厳
し
い
取
り
立
て
な
ど
で

お
悩
み
の
方
※
直
接
ま
た
は
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
地
域

振
興
係

■
市
税
の
納
付
は
ぜ
ひ
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

〔
対
象
税
目
〕
市
民
税
・
都
民
税

（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産

分
）、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
〔
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
〕
▽

今
お
持
ち
の
納
税
通
知
書
▽
振
替
希

望
口
座
の
通
帳
▽
振
替
希
望
口
座
の

届
け
印
※
振
替
口
座
は
市
税
取
扱
金

融
機
関
の
口
座
を
ご
指
定
く
だ
さ
い

〔
市
税
取
扱
金
融
機
関
〕
み
ず
ほ
銀

行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
り
そ

な
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
埼
玉
り

そ
な
銀
行
、
東
京
都
民
銀
行
、
横
浜

銀
行
、
山
梨
中
央
銀
行
、
八
千
代
銀

行
、
中
央
三
井
信
託
銀
行
、
川
崎
信

用
金
庫
、
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
、
西

武
信
用
金
庫
、
昭
和
信
用
金
庫
、
城

南
信
用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫
、
中

央
労
働
金
庫
、
マ
イ
ン
ズ
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

〔
申
し
込
み
〕「
狛
江
市
市
税
口
座
振

替
申
込
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
上
、
市
税
取
扱
金
融
機

関
の
各
本
支
店
窓
口
ま
た
は
市
役
所

納
税
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
依

頼
書
は
、
市
内
の
市
税
取
扱
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
納
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
※

手
続
き
に
は
１
カ
月
半
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。
平
成　

年
度
第
１
期
か
ら
口

２３

座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
個

人
開
放
・
利
用
登
録
者
の
受
け
付
け

〔
対
象
〕
▽
高
齢
者
（　

歳
以
上
）

６５

▽
プ
ー
ル
利
用
に
支
障
の
な
い
心
身

 
■
３
月
の
古
民
家
園
「
む
い
か
ら
民

家
園
で
聞
く
朗
読
会
」

〔
日
時
〕　

日
松
午
後
５
時
～
６
時

１９

　

分
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
朗
読
〕

５５

５０

北
村
青
子
さ
ん
、
佐
藤
昇
さ
ん
〔
演

目
〕
小
袖
の
手
（
宮
部
み
ゆ
き
作
）、

湖
畔
の
人
々
（
山
本
周
五
郎
作
）〔
舞

台
美
術
〕
森
千
香
子
さ
ん
〔
持
ち
物
〕

履
物
を
入
れ
る
袋

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
察
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）
へ
。

■
野
川
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

〔
日
時
〕
３
月　

日
昇
午
前　

時
～

１５

１０

　

時　

分
※
出
入
り
自
由
〔
会
場
〕

１１

３０

野
川
地
域
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
乳
幼

児
親
子
〔
内
容
〕
木
の
汽
車
や
ま
ま

ご
と
な
ど
の
お
も
ち
ゃ
で
自
由
に
遊

べ
ま
す
。
ま
た
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

と
手
遊
び
・
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
で
体

を
動
か
し
て
遊
ん
だ

り
、
子
育
て
の
中
で

気
に
な
る
こ
と
を
質

問
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
企

画
支
援
係

■
お
母
さ
ん
と
幼
い
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
絵
本
サ
ロ
ン

〔
日
時
〕
３
月　

日
昭
午
前　

時
～

１７

１０

正
午
※
出
入
り
自
由
〔
対
象
〕
未
就

学
児
親
子
〔
内
容
〕
絵
本
を
通
し
た

親
子
の
ふ
れ
あ
い
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
等
あ
り
。

〔
会
場
・
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地

域
セ
ン
タ
ー
察
（
３
４
８
９
）
９
１

０
１

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
３
月
行
事

▽
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
の
観
察
＆
清
掃

　
〔
日
程
〕
６
日
掌
〔
指
導
〕
竹
本
久

志
さ
ん
（
狛
江
ほ
た
る
村
）

▽
ポ
ン
ポ
コ
村
の
路
づ
く
り
清
掃　

〔
日
程
〕　

日
掌
〔
指
導
〕
笠
間
三

１３

男
さ
ん
（
狛
江
ほ
た
る
村
）

▽
ツ
ク
シ
村
一
丁
目
の
観
察
＆
清
掃

　
〔
日
程
〕　

日
掌
〔
指
導
〕
松
尾
敦

２０

子
さ
ん
（
第
三
小
学
校
保
護
者
）

▽
カ
ワ
セ
ミ
水
路
の
路
づ
く
り
清
掃

　
〔
日
程
〕　

日
掌
〔
指
導
〕
小
川
貴

２７

弘
さ
ん
（
狛
江
ほ
た
る
村
）

　

各
日
ク
ル
ミ
村
集
合
〔
時
間
〕
午

前　

時
～
正
午
※
雨
天
中
止
〔
持
ち

１０
物
〕
草
地
を
歩
け
る
服
装
・
軍
手
・

タ
オ
ル
・
水
筒
・
草
刈
り
鎌
や
、
の

こ
ぎ
り
な
ど
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
察
（
５
７
６

１
）
２
８
４
４

 
■
多
重
債
務
特
別
相
談
「
多
重
債
務

１
１
０
番
」

〔
日
時
〕
３
月
７
日
捷
・
８
日
昇
午

前　

時
～
午
後
３
時
〔
会
場
〕
消
費

１０
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
〔
対
象
〕
借
金

月
１
～
２
回
程
度
で
実
施
企
画
へ
も

参
加
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
晶
（
必
着
）
ま
で
に
、
地
域
活

２５性
課
市
民
活
動
推
進
係
へ
。

以　下　は　広　告　枠　で　す

狛
江
市
国
際
交
流
協
会

「
桜
ま
つ
り
」

●
第
一
部　

和
菓
子
作
り

〔
時
間
〕
午
前　

時
～
正
午

１０

〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

●
第
二
部　

お
花
見
交
流
会

〔
時
間
〕
午
後
１
時
～
３
時

〔
会
場
〕
西
河
原
公
園
（
雨
天

時
は
西
河
原
公
民
館
）

※
参
加
費
実
費

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

３
月　

日
昇
ま
で
に
、
政
策
室

２２

協
働
調
整
担
当
へ
。

3 
月 ɹ
 
日
㈰

27

日
程

川口地域との友好の証
「感謝のメモリアルボード」

お花見交流会では楽器演奏も楽しめます
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■
生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会
「
畑
や
庭
、

ベ
ラ
ン
ダ
で
の
使
い
方
」

〔
日
時
〕
３
月
７
日
捷
午
前　

時
～

１０

正
午
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
〔
内
容
〕
生
ご
み
を
畑

や
家
庭
で
利

用
で
き
る
堆

肥
に
し
ま
す

〔
持
ち
物
〕

生
ご
み
（
野

菜
等
少
量
）・

は
さ
み
・
牛
乳
パ
ッ
ク

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

■
古
布
再
生
「
紙
パ
ッ
ク
等
で
ス
ツ

ー
ル
を
作
ろ
う
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
昭
午
前　

時
～

２４

１０

午
後
４
時
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕
５
人

〔
持
ち
物
〕
１
狩
の
紙
パ
ッ
ク
（　
１２

本
ま
た
は　

本
）・
シ
ャ
ツ
ま
た
は
ブ

２４

ラ
ウ
ス
（
１
杓
四
方
）・
筆
記
用
具
・

裁
縫
道
具
・
は
さ
み
※
布
は
必
ず
古

布
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
〔
参
加
費
〕

５
０
０
円
（
材
料
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

晶
か
ら
清
掃
課
へ
。

■
環
境
講
演
会
「
狛
江
の
環
境
は
緑

か
ら
」

〔
日
時
〕
３
月　

日
掌
午
後
２
時
～

２０

３
時　

分
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

３０

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
高
木

８０

七
生
さ
ん
（
株
式
会
社
高
木
造
園
代

表
取
締
役
会
長
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
を
考
え
る
会

狛
江
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
環
境

管
理
課
環
境
整
備
係
）

 
■
二
中
地
区
運
動
会
（
ス
ポ
レ
ク
大

会
）

〔
日
時
〕
３
月
６
日
掌
午
前
９
時　
３０

分
～
正
午
（
予
定
）
※
受
け
付
け
は

９
時
か
ら
。
雨
天
時
は
屋
内
種
目
の

み
実
施
〔
会
場
〕
第
二
中
学
校
〔
内

容
〕
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ン
ド

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
輪

投
げ
、
体
力
測
定
、
パ
ン
食
い
競
走
、

キ
ン
ボ
ー
ル
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
察
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

 
脅
西
河
原
公
民
館 

　
　
　

察
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
「
意
外
に
身
近

な
数
学
」　

〔
日
時
〕３
月　

日
松
午

１９

後
２
時
～
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民

館
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
日
本
の

５０

面
積
の
簡
単
な
算
出
法
、
死
亡
時
刻

の
推
定
な
ど〔
講
師
〕

下
村
宏
彰
さ
ん
（
福

井
大
学
名
誉
教
授
）

〔
受
講
料
〕
２
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕

２
日
昌
午
前
９
時
か
ら

■
西
河
原
映
画
会
「
シ
ッ
コ
」（
マ
イ

ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督
）　

〔
日
時
〕
３

月　

日
松
午
前　

時
・
午
後
２
時
の

１２

１０

２
回
上
映
（
上
映
時
間
１
２
３
分
・

字
幕
ス
ー
パ
ー
）〔
内
容
〕
医
療
問
題

を
テ
ー
マ
に
病
気
な
ア
メ
リ
カ
に
メ

ス
を
入
れ
る
、
世
直
し
リ
ア
ル
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

 
脅
中
央
図
書
館 

　
　
　

察
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

３
月
２
日

昌
・
９
日
昌
・　

日
昌
・　

日
昌
・

１６

２３

　

日
昌
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

分
か

３０

３０

ら
（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

３

月　

日
昭
・　

日
昭
〔
０
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■室内楽コンサート
「～春のうららのコンサート～」
　のどかな陽気に誘われて、お散歩がてら、ゆる
りと楽の音に浸りませんか。
〔日時〕３月５日松午後３時開演（２時３０分開場）
〔会場〕泉の森会館ホール（狛江駅北口徒歩１分）
〔出演〕木津陽介（クラリネット）、瀬堀玲実（バ
イオリン）、渡辺文子（ピアノ）
〔入場料〕全席自由２，０００円
〔申し込み・問い合わせ〕狛江市文化振興事業団察（３４３０）４１０６へ。

■駅前ライブ
　狛江駅前の開放的な雰囲気の中で素敵な音楽をお届
けします。
〔日時〕３月１３日掌午後１時～１時４５分※雨天中止
〔会場〕狛江駅北口交通広場
〔出演〕ダレクジャクソンバンド“INSIGHT”（ジャズ）
〔問い合わせ〕狛江市文化振興事業団察（３４３０）４１０６

■かわせみコンサート
▽第１０３回　「三管による本場ジャズ復元」
〔日時〕３月２６日松午後２時～４時（１時３０分開場）
〔会場〕谷戸橋地区センター
〔出演〕its（トランペット・トロンボーン・サック
ス）
〔問い合わせ〕地域活性課市民文化係

木津陽介、瀬堀玲実、
渡辺文子

INSIGHT

its

「「音楽の街ー狛音楽の街 ー 狛江江」」イベントコーナーイベントコーナー
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）

１１

　応募総数４１点の中から、次の３点を優秀作品として
決定しました。得票数の多かった作品は、３月下旬発
行予定の狛江市公園マップに掲載します。

〔問い合わせ〕環境管理課環境整備係

生ごみを減量し活用を
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広報こまえ　平成 ⚒⚓ 年（⚒⚐⚑⚑ 年）⚓ 月 ⚑ 日　我

市制施行市制施行⚔⚐⚔⚐周年記念関連事周年記念関連事業業⚓月
※網なし事業…狛江市制施行⚔⚐周年記念事業（市が
主催、共催、委託など、市が関与している事業）

※網掛け事業…狛江市制施行⚔⚐周年記念市民団体等
連携事業（市民団体等が独自に実施する事業）

〔問い合わせ〕
政策室広報広聴担当

33

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 ・ 時 間　相 談 名
事前予約制。相談
日の⚑週間前から
政策室広報広聴担
当で受け付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前⚙時～正午法 律 相 談

事前予約制。
⚑日昇から政策室
広報広聴担当で受
け付け
（夜間相談は相談
当日の午後⚔時ま
で受け付け）

カウンセラー⚒日昌・⚑⚖日昌　午前⚙時～正午カウンセリング・
心 の 相 談

建 築 士⚙日昌　午後⚑時～⚔時住 宅 相 談
行 政 書 士 会
調 布 支 部

⚑日昇・⚑⚕日昇　午後⚑時～⚔時
相 続 相 談

夜間相談　⚘日昇　午後⚖時～⚘時
カウンセラー⚙日昌・⚒⚓日昌　午前⚙時～正午女性悩みごと相談
弁 護 士⚑⚕日昇　午前⚙時～正午交 通 事 故 相 談
宅 地 建 物
取 引 業 協 会⚘日昇　午後⚑時～⚔時不動産取引相談

司 法 書 士 会
調 布 支 部

⚑⚔日捷　午後⚑時～⚔時
登 記 相 談

夜間相談　⚒⚘日捷　午後⚖時～⚘時
人権擁護委員⚑⚗日昭　午後⚑時～⚔時人権身の上相談
行政相談委員⚑⚘日晶　午後⚑時～⚔時行 政 相 談
土 地 家 屋
調 査 士 会⚒⚔日昭　午後⚑時～⚔時土 地 家 屋 調 査

測量表示登記相談

東京税理士会
武蔵府中支部

今月はお休みです。

税 務 相 談 事前予約制。
会場は同支部
察⚐⚔⚒（⚔⚘⚘）⚕⚕⚕⚐

毎週木曜日　午前⚑⚐時～正午
　　　　　　午後⚑時～⚔時
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追
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申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 ・ 時 間　相 談 名

地域活性課へ（午後
⚓時まで受け付け）消費生活相談員月～金曜日　午前⚑⚐時～正午

　　　　　　午後⚑時～⚔時消 費 生 活 相 談

⚒階第⚑市民相談
室へ保 護 司⚒⚓日昌　午前⚑⚐時～正午

　　　　午後⚑時～⚓時更 生 保 護 相 談

福祉サービス支援
室へ難病者相談員今月はお休みです。難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口
手 話 通 訳 士⚙日昌　午前⚙時～正午聴覚障がい者相談

介護保険相談員⚓日昭・⚑⚗日昭　午後⚑時～⚔時介 護 保 険 相 談

事前予約制。福祉
サービス支援室で
受け付け

精 神 科 医 師⚘日昇　午前⚙時～⚑⚑時こ こ ろ の
健 康 相 談 室

子育て支援課へ母子自立支援員月～金曜日　午前⚘時⚓⚐分～正午
　　　　　　午後⚑時～⚕時母子・女性相談

狛江市教育研究所
察（⚓⚔⚓⚐）⚖⚖⚕⚕へ教 育 相 談 員月～金曜日　午前⚙時⚓⚐分～午後⚔時教 育 相 談

健康支援課へ（午
後⚓時⚓⚐分まで受
け付け）

社会保険労務士毎週月・水・金曜日　午前⚙時～正午
　　　　　　　　　午後⚑時～⚔時年 金 相 談

納税課（市役所⚒階⚘番窓口）月～金曜日　午前⚘時⚓⚐分～午後⚕時市 税 納 税 相 談

狛江市シルバー人材センター
察（⚓⚔⚘⚘）⚖⚗⚓⚕※電話予約制⚒⚒日昇　午後⚑時⚓⚐分～⚔時高 年 齢 者 就 業

説 明 相 談

問い合わせ内　　　容会　　場日　 時事　業　名

東京狛江ロータリークラブ
千葉　☎（⚓⚔⚘⚘）⚕⚑⚕⚕

小・中学生によるコンサート
出演：和泉小学校、緑野小学校、第二中学校、文化庁委
託伝統文化こども教室修了生、狛江琴こども合奏団

エコルマホール⚕日松
午後⚓時⚑⚕分～⚕時市民音楽祭

狛江市卓球連盟
武田　☎（⚓⚔⚘⚐）⚒⚖⚑⚖市民ダブルス大会（卓球）市民総合体育館⚖日掌

午前⚙時⚓⚐分～午後⚕時第⚒⚙回狛江市ダブルス卓球大会

政策室協働調整担当スピーチ大会と交流会中央公民館⚖日掌
午後⚑時～⚕時

狛江市国際交流協会「外国人に
よる日本語スピーチ大会」

中央公民館
☎（⚓⚔⚘⚘）⚔⚔⚑⚑利用者による作品展示やコンサートなど中央公民館⚙日昌～⚑⚓日掌

午前⚙時から第⚒⚖回中央公民館のつどい

かわせみ亭ちゃりてぃ寄席実行委員会
神原　☎⚐⚘⚐（⚑⚒⚘⚒）⚘⚑⚖⚖

若手はなし家⚒人のぶっ続け⚔席
出演：三笑亭可女次、ほか

谷戸橋地区セン
ター

⚑⚒日松
午後⚒時～⚔時

第⚒⚐回かわせみ亭ちゃりてぃ寄
席

狛江市文化振興事業団
☎（⚓⚔⚓⚐）⚔⚑⚐⚖

市内在住のダレクジャクソンによる自由な発想のス
ムーズジャズが、道行く人をとりこにします。
出演：ダレクジャクソンバンド“INSIGHT”

狛江駅北口交通
広場

⚑⚓日掌
午後⚑時～⚑時⚔⚕分「音楽の街−狛江」駅前ライブ

NPO法人バリアフリーセンター・
福祉ネット「ナナの家」
皆河　☎（⚕⚔⚓⚘）⚒⚗⚗⚓

講演と質疑応答
講師：小笠原恵さん（東京学芸大学特別支援科学講
座支援方法学分野准教授）

中央公民館⚑⚙日松
午前⚑⚐時～正午

研修会「第⚓回発達障がい児
（者）の行動問題の理解と支援」

地域活性課市民文化係三管による本場ジャズ復元
出演：its

谷戸橋地区セン
ター

⚒⚖日松
午後⚒時～⚔時第⚑⚐⚓回かわせみコンサート

政策室協働調整担当第⚑部　和菓子作り
第⚒部　お花見交流会（楽器演奏あり）

西河原公民館
西河原公園

⚒⚗日掌
午前⚑⚐時～午後⚓時狛江市国際交流協会「桜まつり」


